
－5－

ているのもこの研修の特徴です。

　技術の習得も大事ですが、そういった考え方を学

び取ってもらうことが我々の目的です。

発掘技術者研修　「測量外注管理課程」

　この研修は、遺跡測量を外部へ発注する際に、１）

適切な仕様書が提示できること、２）成果品が点検で

きること、のために必要な基礎知識と実務を習得す

るのが目的です。基礎知識を得るためには、測量の

実際を体験することが理解への近道ですので、班に

分かれて実習をするわけですが、今年はある班で水

準測量の成果が悪かったために、日没後に再測する

というようなハプニングもありました。測量の実際

は体験すればよい、という程度に考えていましたが、

結果があまりにも悪いと、どうしてもやり直したい

というのは人情であろうと思われます。

　実習は二段階に分かれています。一つは、光波測

距儀を使って宮内を１kmにわたってトラバースす

る基準点測量を想定した作業、もう一つはその路線

上のある地点を発掘の現場に見立てて平板測量や細

部測量に用いる図根点を増設する作業です。後者の

測距にはスチールテープを使います。水準測量は全

路線にわたっておこないます。

　ここ数年、わが国の測量システムが変わり、世界

測地系へ移行することが話題となっています。本研

修課程でも毎回それについて紹介してきましたが、

2001年6月に法律が国会で承認され2002年4月より

実際に施行されるという状況になったので、今回は

より切実に受けとめたようです。しかしながら、実

際にはどのように対応したらよいか分からないとい

うのも、正直なところです。

　将来の測量の方向を示すものとしては、GPSと３

Dスキャナーを紹介することが必要と考え、今回は

いつものGPSに加えてスキャナーの実技見学を取

り入れました。使用した機種は１mm以下の精度で

コンターが描けるという点で目新しく、遺物の測量

への応用を考えた研修生は多くいました。

発掘技術者研修「官衙遺跡調査課程」

　専門研修「官衙遺跡調査課程」は10月28日から11

月2日までの延べ11日間の日程を無事終了しました。

国府から郷関係官衙遺跡に及ぶ地方官衙遺跡の発掘

調査や研究上の専門的な知識や技術を習得するため

の研修で、山形県から熊本県までの研修生 18名が

参加しました。そのほとんどが当該遺跡の調査経験

があったり、これから調査にあたろうとする者であ

り、熱心な反応がみられました。

　外部・内部の各講師による講議・実習・現地見学

とも大変好評で、これまで見過ごしてきた発掘調査

上の留意点や視点を学び、新たな目を開かれたとす

る感想が多く、この研修の継続を要望する意見も少

なくありませんでした。今回も、古代建築構造の講

義と春日大社着到殿での実測実習とを組み合わせた

カリキュラムは、上部構造との関係を考えながら建

物遺構の調査にあたる必要性を体得でき、大変有意

義であったとする声が目立ちました。今回は、研修

生同士の経験交流や情報収集が時間不足とならない

よう、研修生自身による事例報告と意見交換の時間

を増やしました。この方法も毎回好評で、研修に対

する意欲を高める上で、また研修生相互のネットワ

ークづくりにも効果的であったと思われます。

　最近の地方官衙遺跡調査では末端の官衙関連遺跡

が大きな問題となってきており、研修生からの質問

や悩みもこうした遺跡に関するものが少なくありま

せんでした。この分野も講義では取り上げているも

のの、まだ明確な遺跡の性格判断などの方法は確立

しておらず、こうした研修生の要望に応えられる基

礎的な研究も重要な仕事であることを痛感させられ

ました。

特別講座「遺跡の保存と活用課程 II」
　この研修は、各地の遺跡整備・活用の事例を取り

上げて討議することを通じて、遺跡の整備手法や遺

跡の活用法に関する専門的知識と技術を習得すると

ともに、遺跡整備の理念や遺跡の再生に向けた展望

についても探ることを目的にしたものです。11月 7

日・8日の両日、遺跡整備活用の沿革についての講
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